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背景・目的：令和元年東日本台風による千曲川堤防が決壊し、浸水による直接被害に加え事業停止など

の間接被害が発生した。大河川沿川の事業所は間接被害対策の一つである水害版事業継続計画（BCP）

策定を検討している。本研究では、水害版 BCP 策定に必要となる想定最大規模の外力設定を犀川沿川

の主要都市を対象に行い、詳細な外力設定を犀川沿川に位置する卸商業団地「長野アークス」42 事業

所を対象に行う。さらに、長沼地域の被災事業所の浸水実態を調査し、全面復旧期間を業種や浸水深か

ら予測するモデル式を作成する。これらにより BCP 策定及びその効果測定が可能になることが期待で

きる。 

研究方法： 

1． 犀川破堤による想定最大規模浸水解析デジタルデータから、ArcGIS を用いて長野市、松本市・安曇

野市の浸水範囲・浸水深を 5m メッシュで抽出し、図化する。 

2． 「長野アークス」を対象に、犀川が破堤した場合の浸水解析デジタルデータから 5m メッシュ浸水

位を算定する。計 74 箇所の路面及び敷地の水準測量を行い、これと浸水位から各事業所の最大浸

水深を求める。続いて、家屋倒壊区域デジタルデータを読み込み、事業所位置と重ね合わせ、家屋

倒壊区域内にある事業所を特定する。 

3． 新聞記事等より長沼氾濫域での事業所の再開日等に関する浸水実態情報を収集、整理する。浸水深

が確認できない場合、既存の浸水痕跡調査結果からの浸水位を内挿補間し、地盤高を用いて浸水深

を算定する。全面復旧期間と浸水深及び業種との相関関係を分析し、数量化 1 類により全面復旧期

間の予測モデル式を作成し、予測復旧期間と実績復旧期間を比較分析する。 

結論： 

1. 長野市、松本市・安曇野市の 5m メッシュ想定最大規模浸水深を分析した。その結果、床上浸水面

積は、それぞれ、55.25 km2、21.58km2 であることが判明した。 

2. 「長野アークス」42 事業所の犀川・裾花川氾濫による想定最大規模浸水は 0.58～2.76m であるこ

と、8 事業所が家屋倒壊区域内にあること、浸水継続時間は 24 時間未満であることが判明した。 

3. 事業所の全面復旧期間の予測モデル式を作成した。 

全面復旧期間=∑(𝑎𝑖 ∗ 𝑥𝑖 + 𝑏𝑖 ∗ 𝑦𝑖) + 111.8 

𝑎𝑖  𝑏𝑖はそれぞれの係数 𝑥𝑖は浸水深ランク 𝑦𝑖は業種類別 111.8 は標本平均復旧期間 

 ここで、業種の重要度は 88.9%、浸水深の重要度は 11.1%である。 
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